
  

 

 

 

 

 

 

市内学校給食に「鳥取和牛」・「鳥取地どりピヨ」が登場します 

～学校給食を生産者支援、食育推進の機会に～ 

   

１ 背景・目的                                          

現在、新型コロナの５類移行により、外出に関する消費が回復基調に転じてきているもの

の、物価高を背景に、消費者の和牛などブランド畜産物の消費は進んでいない状況です。 

  また、円安等での飼料代・燃料代の高騰による経営コストの上昇に加え、物価高騰による

消費の落ち込みにより多くの在庫を抱える等、畜産事業者の経営が圧迫されていることから、

本市は畜産振興策として、新商品開発や県外事業者へのＰＲ等を積極的に展開し、更なる認

知度向上を図ることにより、本市畜産物の販路および消費の拡大を推進していきます。 

  今回、地元の特産物である鳥取和牛、鳥取地どりピヨを学校給食に食材として提供するこ

とにより畜産事業者の経営の安定化に繋げるとともに、地元食材の消費拡大（地産地消の推

進）や次代を担う子どもたちの地元食材への理解や郷土愛を深め、食育を推進していきます。 

  

２ 実施内容                                         

●畜産食材の学校給食スケジュール 今後の予定と主なメニュー 

 ※鳥取和牛・鳥取地どりピヨの使用部位はモモ肉を予定 

   9 月６日・・・地どりの白ネギソースかけ（鳥取地どりピヨ）国府センター 

9 月１２日・・・唐揚げ（鳥取地どりピヨ）河原･気高･鹿野･青谷センター 

 10 月２日・・・唐揚げ（鳥取地どりピヨ）鳥取地域 

 11 月（予定）・・・サイコロステーキ（鳥取和牛）  

 12 月（予定）・・・フライドチキン（鳥取地どりピヨ） 

 

●給食を提供する学校数・食数 

 学校数：56 校（小学校 39 校、中学校 13 校、義務教育学校 4 校） 

 食数：約 16,000 食×3 回（和牛①、地どり②）＝計 48,000 食 
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